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●

子
ど
も
た
ち
が
稚
魚
放
流

宮
城
県
は
全
国
屈
指
の
水
産
県
で
す
。
県
は
、
こ
れ
ま

で
宮
城
の
水
産
業
が
果
た
し
て
き
た
沿
岸
地
域
の
重
要
な

基
幹
産
業
と
い
う
役
割
と
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
、
次

世
代
に
残
し
て
い
く
よ
う
、
「
環
境
と
調
和
し
た
持
続
可

能
で
活
力
あ
る
水
産
業
」
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

県
は
、
宮
城
が
誇
る
豊
か
な
自
然
と
水
産
資
源
を
守
る
取

り
組
み
を
県
内
各
地
で
進
め
て
い
ま
す
。

県
は
、
ア
ワ
ビ
や
ヒ
ラ
メ
な
ど
の
水

産
資
源
を
維
持
・
増
大
さ
せ
る
た
め
、

卵
か
ら
稚
魚
（
稚
貝
）
に
な
る
ま
で
の

一
番
弱
い
時
期
を
人
が
育
成
・
保
護

し
、
外
敵
か
ら
身
を
守
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
自
然
の
海
へ
放
流
す
る
栽

培
漁
業
を
県
内
各
地
で
進
め
て
い
ま

す
。次

世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
対

し
、
水
産
資
源
の
大
切
さ
な
ど
へ
の
理

解
を
深
め
、
豊
か
な
海
づ
く
り
へ
の
意

識
向
上
を
図
る
た
め
に
、
児
童
・
生
徒

に
よ
る
稚
魚
放
流
も
県
内
各
地
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
７
月
か
ら

計

回
の
放
流
が
行
わ
れ
て
お
り
、

の
小
・
中
学
校
な
ど
の
児
童
・
生
徒
計

７
９
１
人
が
、
ホ
シ
ガ
レ
イ
や
ヒ
ラ
メ

な
ど
の
稚
魚
２
万
４
６
０
０
匹
を
海
に

放
流
し
ま
し
た
。
ど
の
学
校
で
も
子
ど

も
た
ち
は
稚
魚
の
成
長
を
願
い
な
が

ら
、
元
気
な
声
で
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ

い
」
と
声
を
掛
け
て
い
ま
し
た
。

●

海
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

海
洋
藻
場
は
、
稚
魚
の
成
育
場
所
や
、

ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
の
餌
場
と
し
て
重
要
な

漁
場
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
大
気
中
の

二
酸
化
炭
素
を
取
り
込
み
、
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

県
は
、
藻
場
造
成
に
取
り
組
む
県
内

の
団
体
へ
支
援
を
継
続
し
て
い
く
と
と

も
に
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
‖

‖
に
対

す
る
認
知
度
向
上
に
取
り
組
み
、
水
産

資
源
の
造
成
と
地
球
温
暖
化
緩
和
に
貢

献
す
る
水
産
業
へ
の
理
解
を
広
め
て
い

き
ま
す
。
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ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン

海
洋
に
生
息
す

る
生
き
物
に
よ
っ
て
吸
収
・
固
定
さ

れ
る
炭
素
。

●

プ
ラ
ご
み
へ
の
関
心
高
く

近
年
、
陸
域
か
ら
排
出
さ
れ
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る
地
球
規
模
で
の

環
境
汚
染
や
、
「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
微
細
な
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
に
よ
る
海
洋
生
態
系
へ
の
影
響

が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
は
、
「
豊
か
な
海
づ
く
り
活
動
」

を
通
し
て
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

へ
の
関
心
・
意
識
を
高
め
る
周
知
活
動

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
２
０
１
９
年

月
か
ら
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に

関
す
る
説
明
会
の
開
催
や
海
浜
清
掃
な

ど
の
取
り
組
み
を
計

回
実
施
し
ま
し

た
。
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松
島
湾
ア
マ
モ
場
再
生
会
議

環
境
と
海
へ
の
愛
情
再
生

地
元
有
志

海
の
揺
り
籠

育
成

松
島
湾
・
桂
島
の
海
で
採
れ
た
生
き
物
を
興
味
深
そ
う

に
眺
め
る
子
ど
も
た
ち

浦
戸
諸
島
の
桂
島
（
塩
釜
市
）
で
８
月

初
旬
、
「
親
子
で
学
ぶ
松
島
湾
の
海
辺
ｉ

ｎ
桂
島
」
と
銘
打
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
た
。

塩
釜
市
を
は
じ
め
県
内
外
か
ら
参
加
し

た

家
族

人
が
地
引
き
網
を
引
き
、
海

の
生
き
物
を
採
っ
て
観
察
し
た
。

「
カ
ニ
、
カ
ニ
！
」
「
ち
っ
ち
ゃ
い
イ

カ
た
く
さ
ん
い
る
よ
」
「
か
わ
い
い
魚
捕

ま
え
た
」
。
イ
カ
、
カ
ニ
、
ハ
ゼ
、
フ
グ

…
。
網
の
中
で
跳
ね
る
生
き
物
を
手
に
乗

せ
、
子
ど
も
た
ち
は
興
奮
し
た
声
を
上
げ

た
。主

催
し
た
の
は
、
地
元
塩
釜
を
中
心
に

県
内
外
の
有
志
で
組
織
す
る
「
松
島
湾
ア

マ
モ
場
再
生
会
議
」
。
東
日
本
大
震
災
で

傷
つ
い
た
松
島
湾
の
環
境
を
再
生
し
よ
う

と
活
動
を
続
け
る
。
親
子
体
験
イ
ベ
ン
ト

は
、
設
立
し
た
２
０
１
２
年
か
ら
続
く
、

毎
夏
の
恒
例
行
事
だ
。

東
日
本
大
震
災
以
前
、
松
島
湾
に
は
海

藻
「
ア
マ
モ
」
が
広
が
り
、
小
魚
や
エ
ビ

と
い
っ
た
海
洋
生
物
が
生
息
・
繁
殖
す
る

「
海
の
揺
り
籠
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
た
。
し
か
し
、
震
災
の
津
波
に
よ

り
、
ア
マ
モ
の
群
落
「
ア
マ
モ
場
」
は
大

半
が
消
失
。
湾
内
の
環
境
悪
化
へ
の
危
機

感
が
高
ま
り
、
地
元
有
志
に
よ
る
再
生
会

議
設
立
に
至
っ
た
。

年
の
設
立
以
降
、ア
マ
モ
の
種
採
取
、

夏
の
体
験
会
、
播は

種し
ゅ

を
柱
に
、
ア
マ
モ
場

再
生
と
環
境
啓
発
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

展
開
し
て
き
た
。
活
動
で
は
、
地
元
小
学

校
と
の
連
携
や
親
子
参
加
と
い
っ
た
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
働
き
掛
け
も
重
視
し
て
い

る
。「

震
災
直
後
は
、大
人
も
子
ど
も
も
『
海

に
入
る
の
が
嫌
だ
』
と
い
う
人
が
多
か
っ

た
」
と
再
生
会
議
の
桑
原
茂
会
長
は
振
り

返
る
。
ア
マ
モ
場
再
生
と
い
う
大
き
な
目

標
を
掲
げ
つ
つ

活
動
に
参
加
す
る
こ
と

が
、
海
に
ま
た
親
し
む
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
て
も
う
れ
し
い
」と
も
付
け
加
え
る
。

現
在
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
約

人
。
塩

釜
市
で
機
械
商
社
を
経
営
す
る
桑
原
会
長

は
じ
め
、
釣
具
店
経
営
者
、
海
洋
学
者
ら

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
、
職
種
の
人
々
が
参
加

す
る
。
昨
年
７
月
に
は
セ
ブ
ン
｜
イ
レ
ブ

ン
記
念
財
団
（
東
京
）
、
塩
釜
市
と
、
海

の
環
境
保
全
を
目
的
と
し
た
３
者
連
携
協

定
を
締
結
。
セ
ブ
ン
｜
イ
レ
ブ
ン
の
店
頭

募
金
の
一
部
か
ら
助
成
を
受
け
る
よ
う
に

も
な
っ
た
。

再
生
会
議
の
活
動
は
宮
城
の
海
を
守
り

育
て
な
が
ら
、
広
が
っ
て
い
く
。

松島湾海底のアマモ 海洋生物を育む 海の揺り籠
の役割を果たす

宮
城
県
水
産
振
興
協
会

つ
く
っ
て
育
て
る
漁
業
へ

恵
み
豊
か
な
水
産
資
源
に
寄
与

ヒ
ラ
メ
の
中
間
育
成
を
説
明
す
る
永
島
理
事
長
‖
７
月
下
旬

寒
暖
流
が
交
錯
す
る
宮
城
の
海
は
魚
介

類
の
宝
庫
だ
。
そ
の
豊
か
な
水
産
資
源
を

維
持
す
る
た
め
、
宮
城
県
水
産
振
興
協
会

（
七
ケ
浜
町
）
は
人
の
管
理
下
で
種
苗
を

育
成
し
、
海
に
放
流
す
る
「
栽
培
漁
業
」

に
取
り
組
む
。
対
象
種
と
放
流
数
量
の
目

標
を
定
め
た
県
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

現
在
は
ヒ
ラ
メ
と
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
、
ホ
シ
ガ

レ
イ
の
３
種
を
主
に
生
産
す
る
。

松
島
湾
の
南
端
に
位
置
す
る
種
苗
生
産

施
設
。
海
水
が
巡
回
す
る
水
槽
の
底
を
５

㌢
ほ
ど
の
魚
が
泳
ぐ
。中
間
育
成
の
た
め
、

岩
手
県
か
ら
７
月
上
旬
に
搬
入
さ
れ
た

万
匹
の
ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
だ
。
７
、
８
㌢
の

サ
イ
ズ
に
ま
で
育
て
ら
れ
、
８
月
中
旬
ま

で
に
海
に
放
流
さ
れ
た
。

永
島
宏
理
事
長
は
「
生
存
率
の
低
い
卵

や
稚
魚
の
時
期
を
陸
上
で
ケ
ア
し
た
種
苗

は
天
然
物
が
不
漁
の
時
で
も
、
あ
る
程
度

安
定
し
た
水
揚
げ
が
期
待
で
き
る
。
総
漁

獲
量
の
維
持
に
栽
培
漁
業
は
欠
か
せ
な

い
」
と
語
る
。

高
級
貝
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
は
同
町
以
北
の
岩

場
な
ど
で
生
息
す
る
。
協
会
は
近
海
産
の

母
貝
か
ら
採
卵
し
て
、
稚
貝
を
１
年
か
ら

１
年
半
か
け
て
２
・
５
㌢
以
上
に
な
る
ま

で
育
成
す
る
。
年
間
１
０
０
万
個
出
荷
さ

れ
る
稚
貝
は
県
を
通
じ
て
漁
協
が
買
い
取

り
、
各
浜
で
放
流
さ
れ
る
。

ホ
シ
ガ
レ
イ
は
３
年
前
に
栽
培
を
始
め

た
魚
種
。
漁
獲
量
が
少
な
い
た
め
「
幻
の

高
級
魚
」
と
呼
ば
れ
、
高
値
で
取
り
引
き

さ
れ
る
。
本
年
度
は
５
月
に
水
産
研
究
・

教
育
機
構
宮
古
庁
舎

宮
古
市

か
ら
６
㌢

の
稚
魚
を
搬
入
し
、
７
月
上
旬
に
９
㌢
に

ま
で
成
長
し
た
１
万
２
０
０
０
匹
を
放
流

し
た
。
２
月
に
提
供
さ
れ
た
受
精
卵

万

粒
か
ら
は
現
在
８
０
０
０
匹
が
育
つ
。

前
身
の
県
水
産
公
社
だ
っ
た
２
０
１
１

年
３
月
、
石
巻
市
牡
鹿
地
区
に
あ
っ
た
施

設
は
東
日
本
大
震
災
で
種
苗
も
ろ
と
も
流

失
し
た
。
公
益
財
団
法
人
と
な
り
、

年

４
月
に
今
の
地
に
再
建
し
た
。
ア
ワ
ビ
の

不
漁
に
つ
な
が
る
磯
焼
け
対
策
の
調
査
も

行
っ
て
い
る
。

協
会
で
育
て
た
ヒ
ラ
メ
と
ホ
シ
ガ
レ
イ

の
稚
魚
は
、
県
内
各
地
で
小
・
中
学
生
の

放
流
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
永
島
理
事
長

は
「
水
産
資
源
の
保
護
に
寄
与
す
る
栽
培

漁
業
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
」
と

強
調
す
る
。
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